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病気の子どもの学習支援の課題

復学時
在宅療養時

・通常の学校：通常の学級
・通常の学校：特別支援学級（病弱・虚弱）

十分な教育が
保障されない

学習支援が必要

入院時
・院内学級
・訪問教育
・病院併設の特別支援学校（病弱）

公的な教育
あり

公的な教育
なし 学習支援が必要

・訪問教育
・特別支援学校（病弱）



院内の教育の課題と解決策
・院内学級が小学校のみ、小・中学校のみ

・転校しないと院内学級、訪問教育が受けられない

・高校生の教育保障が最も行われていない

・中学校、高校の院内学級をつくる
・交流及び共同学習を活用して、転校しなくても教育が受けられるようにする
・院内学級で通級による指導を受けられるようにする
・病院内で在籍校の授業を遠隔で受けられるようにする
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病院内の児童生徒の声
中学生になったら、院内学級がなくなって授業が受けられなかったけど、
院内学級ができて嬉しい（中学生：院内学級）

友だちと楽しく話すことができた、冗談をいって笑ったり、それが一番楽
しかった（高校生：在籍校との遠隔授業）

みんなでする方が勉強が進む（高校生：院内でのオンライン学習会）
人生で一番楽しい高校生活を病院でも充実できるように考えてほしい（高
校生：在籍校との遠隔授業）

入院になって通えなくなった。悔しい。みんなと一緒に卒業したい（高校
生：在籍校との遠隔授業）

クラスメイトと顔を合わせる機会が多く、声を掛けてくれる友だちもいた
ので、「おかえり」「久しぶり」と迎えられました（高校生：在籍校との
遠隔授業）

全国病弱研究会第16回全国大会ほか



病院内での教育の取り組む教員の声
病院に隣接する中学校に院内学級が設置され、どのように支援したら良いのか
わかった（中学校管理職）

高校生の復学は、知らない人たちばかりの高校に戻ることのハードルの高さを
考える必要がある（特別支援学校・医教連携コーディネーター）

遠隔授業は授業配信だけが目標ではない。クラスメイトなどとの交流や高校の
今を知ることは入院中の励みになる（特別支援学校・医教連携コーディネー
ター）

復学支援会議を行ったことで、成人科病棟にも高校生の復学支援の必要性を理
解していただけました（特別支援学校・分教室教員）



各教育委員会

地域の病院

タブレット端末等

自宅等
タブレット端末等

情報共有
連携協力

入退院

地元校

自立支援員等

自立支援員等
遠隔地の病院等

タブレット端末等情報共有
連携協力

インターネット環境、ICT機器活用等整備



学習等における支援は「気づく」「つなぐ」こと

子どもたちの声を学校や行政に伝える支援

学習だけを目的とするのでない支援

 学びたい気持ちを表出できるようにサポートする
 学びたい気持ちを伝える手立てを一緒に考える
 学校、行政への実現可能なシステムの提案

 病気の子どもたちの気持ちを支える取り組み
 仲間をつくる、友だちとつながる取組み
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